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リコーは経営理念の中で「世の中の役に立つ新しい価値を生み出し、提供しつづけることで、人々の生活の

質の向上と持続可能な社会づくりに積極的に貢献する」という「私たちの使命」を掲げています。 

ヘルスケア分野については、「ヘルスケア IT」、「メディカルイメージング」、「バイオメディカル」の 3 つの領域を

重点領域として、「疾病を予防」し、「早期に発見」し、「迅速に治療する」ことに役立つ新しい価値を創造していき

ます。医療従事者の方々とともに、医療サービスの質の向上と効率化に貢献し、世界の人々の健康寿命延伸の

実現の一翼を担ってまいります 

 

報道関係のお問い合わせ先  

 

社会医療法人 北斗 北斗病院 臨床研究支援センター  

TEL：0155-48-8000（代表） 内線：4156、4055  E-mail：crc@hokuto7.or.jp  

 

株式会社リコー 広報室  

TEL：050-3814-2806（代表） E-mail：koho@ricoh.co.jp  

 

※その他の会社名および製品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。 

 

 

| 社会医療法人 北斗について |  

北斗は、1993 年に帯広市で脳神経外科を中心に、北斗病院を開設。道東・十勝圏域において急性期から在

宅医療まで、シームレスに医療・介護を提供しています(グループ総病床数 705 床)。「革新に満ちた医療への

挑戦と新たなる組織価値の創造」を理念に、高度先進医療への取り組みも積極的で、デジタル PET-CT や経

頭蓋 MR ガイド下集束超音波治療、遺伝子診断など、さまざまな技術を取り入れています。脳磁計測システム

は 2004 年に導入。最近は海外から脳磁計の専門家を呼び寄せ、精力的な運用を行っています。また医療界

における新しい潮流である「精密医療」を新たなテーマとして掲げ、患者一人ひとりに最適な治療を、効率的に

選択するために、遺伝子診断や脳磁計を含む脳機能画像イメージングを応用することに注力しています。 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 

https://www.hokuto7.or.jp/ 

 

| リコーグループについて | 

リコーグループは、オフィス向け画像機器を中心とした製品とサービス・ソリューション、プロダクションプリン

ティング、産業用製品、デジタルカメラなどを世界約200の国と地域で提供しています。（2017年3月期リコー

グループ連結売上は2兆288億円）。 

創業以来80年以上にわたり、高い技術力、際立った顧客サービスの提供と、持続可能な社会にむけて積極

的な取り組みを行っています。 

EMPOWERING DIGITAL WORKPLACES - 人々の"はたらく"をよりスマートに。リコーグループは、さまざま

なワークプレイスの変革をテクノロジーとサービスのイノベーションでお客様とともに実現します。 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 http://jp.ricoh.com/ 

 


